
 

平成 24 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 測量学Ⅱ 担当教員 廣瀬康之  

学年学科 ３年 環境都市工学科 通年 必修 1 単位  

学習・教育目標 （Ｄ－３）１００％   

授業の目標と期待される効果：  

測量学の基礎後半として幾何学・解析学、と
りわけ三角関数・誤差論・最小二乗法・微積
分法等の理論の測量への応用を学ぶ。達成す
べき目標は以下のようである。 
 

①測量の精度、誤差および調整計算について
理解する 

②水準測量（昇降式・器高式）について理解
する 

③面積および土量（体積）の計算法について
理解できる 

④基準点測量の測量法、調整計算、成果表に
ついて理解できる 

⑤路線測量、曲線設置について理解できる 

 

成績評価の方法：  

前期：総得点 200 点＝定期試験 100 点＋平常試験 100 点 

後期：総得点 200 点＝定期試験 100 点＋平常試験 100 点 

学年：前後期の重みを等しくして合計し総得点とする。 

全て得点率(%)で成績とする。 

達成度評価の基準：  
測量士補試験と教科書の練習問題と同レベルの問題を試験等で出題
し、総合して 6割以上の正答レベルに達している。なお成績評価への
重みは，各項目の成績評価への重みは均等である。 
 

 

①精度、誤差および調整計算について理解しているか 
②水準測量（昇降式・器高式）について理解しているか 
③面積および土量（体積）の計算法について理解しているか 
④基準点測量の測量法、調整計算、成果表について理解しているか 
⑤路線測量、曲線設置について理解しているか 
 

授業の進め方とアドバイス：  

講義の内容は、直ちに測量実習Ⅱで必要となる。測量実習Ⅱを主体的に進めるために、講義の内容を把握し、板書等
をしっかりノートすること。 

教科書および参考書：測量（浅野繁喜・伊庭仁嗣，実教出版，2009.2），プリント 

          参考書：土木系大学講義シリーズ 3 測量学（内山久雄，コロナ社，2010.6） 

授業の概要と予定：前期  

第 １回：水準測量の基本概念と用語  

第 ２回：直接水準測量用器具，器械の点検調整法 

第 ３回：直接水準測量 昇降式 

第 ４回：直接水準測量 器高式 

第 ５回：直接水準測量 誤差と精度、交互水準測量 

第 ６回：測量の誤差 誤差の種類 

第 ７回：測量の誤差 測定値の計算処理 

第 ８回：中間試験 

第 ９回：面積の計算 三角区分法 

第１０回：面積の計算 座標による方法 

第１１回：面積の計算 倍横距による方法 

第１２回：面積の計算 積分による面積計算 

第１３回；土量（体積）の計算 両端断面平均法１ 

第１４回：土量（体積）の計算 両端断面平均法２ 

第１５回：土量（体積）の計算 点高法 

期末試験 

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答・解説など）   

 
 
 



 

 

授業の概要と予定：後期 

第１７回：基準点測量 基準点と基準点測量の方式、三角測量の原理、三角網とその種類 

第１８回：基準点測量 測量計画、踏査・選点、基線測量 

第１９回：基準点測量 偏心観測・帰心計算 

第２０回：基準点測量 三角網の条件式、一般的近似法 

第２１回：基準点測量 三角網の調整計算 

第２２回：基準点測量 三角網の辺長さおよび座標計算 

第２３回：基準点測量 成果表 

第２４回：中間試験   

第２５回：路線測量 路線の曲線分類 

第２６回：路線測量 単心曲線の用語、交点と交角 

第２７回：路線測量 単心曲線の交点と交角 

第２８回：路線測量 単心曲線の測設法１ 

第２９回：路線測量 単心曲線の測設法２ 

第３０回：路線測量 単心曲線の測設法３ 

第３１回：路線測量 単心曲線の測設法４ 

期末試験 

第３２回：フォローアップ（期末試験の解答・解説など）  

 
 
 

 


